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脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

�

松
尾　

万
葉
香

一
般
質
問
の
要
旨

令
和
３
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

�

田
中　

ま
ど
か
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脱炭素を宣言した都市

問　

総
務
省
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
経
済
が
落
ち
込
み
、
来
年

度
の
地
方
税
収
は
今
年
度
よ

り
３
兆
１
千
億
円
減
り
、
全

国
の
自
治
体
の
財
源
不
足
は

10
兆
２
千
億
円
に
の
ぼ
る
と

し
、
地
方
交
付
税
も
今
年
度

比
で
約
４
千
億
円
減
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

状
況
下
で
来
年
度
の
予
算
編

成
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　

本
市
に
お
い
て
も
市
民

税
収
入
は
、
約
９
％
か
ら

12
％
減
少
す
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
予
算
要
求
段

階
で
の
財
源
不
足
額
は
約

21
億
８
千
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
。
歳
入
確
保
策
と
し
て
、

特
定
財
源
、
交
付
税
措
置
の

あ
る
市
債
、
ま
ち
づ
く
り
寄

附
金
、
遊
休
資
産
の
活
用
を

進
め
、
歳
出
削
減
策
と
し
て
、

柔
軟
か
つ
大
胆
に
事
業
の
取

捨
選
択
等
を
図
る
。
予
算
編

成
の
重
点
と
し
て
は
、
第
６

次
総
合
計
画
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に

進
展
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　

�

Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

問　

他
の
自
治
体
で
、
Ｄ
Ｖ

被
害
者
情
報
の
漏
え
い
事
件

が
立
て
続
け
に
起
こ
っ
て
い

る
が
、
本
市
の
対
策
は
。

答　

被
害
者
本
人
以
外
に
住

民
票
の
写
し
の
交
付
等
を
認

め
な
い
「
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措

置
」
を
と
り
、
仕
組
み
と
し

て
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

で
職
員
が
措
置
対
象
者
を
検

索
す
る
と
警
告
を
大
き
く
表

示
さ
せ
、
関
係
部
署
の
シ
ス

テ
ム
と
も
連
動
を
さ
せ
て
い

る
。
シ
ス
テ
ム
に
警
告
表
示

機
能
が
な
い
部
署
で
は
、
対

象
者
情
報
の
リ
ス
ト
を
共
有

し
て
い
る
。
ま
た
、
被
害
者

の
市
町
村
間
移
動
に
際
し
て

も
相
互
の
自
治
体
で
適
切
に

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

問　

各
地
の
漏
え
い
事
例
で

は
、
職
員
の
危
機
意
識
の
甘

さ
も
一
因
と
考
え
る
が
、
本

市
の
対
策
は
。

答　

研
修
等
を
行
い
、
引
き

続
き
意
識
向
上
を
図
る
。

　

�「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を

使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問　
「
土
足
厳
禁
」
を
「
靴く

つ

を
ぬ
い
で
く
だ
さ
い
」
と
表

示
す
る
よ
う
に
、
外
国
人
、

子
ど
も
、
高
齢
者
等
に
も
分

か
り
や
す
い
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
掲
示
物
、
回
覧
板
の
文
書

な
ど
に
使
用
す
る
考
え
は
。

答　

市
役
所
内
外
に
そ
の
効

果
を
周
知
し
、
市
か
ら
の
文

書
等
も
分
か
り
や
す
い
表
現

に
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

問　

国
が
２
０
５
０
年
ま
で

に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
宣

言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
は
。

答　

埼
玉
西
部
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
同
様
の
表
明

を
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

問　

現
在
策
定
中
の
第
２
次

日
高
市
環
境
基
本
計
画
は
、

10
年
に
わ
た
る
計
画
で
あ
り
、

脱
炭
素
に
向
け
た
市
の
意
欲

を
反
映
す
べ
き
で
は
。

答　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
実
効
性
の
あ
る
計
画

に
し
た
い
。
具
体
的
な
達
成

目
標
等
は
、
本
計
画
や
そ
れ

に
付
随
す
る
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
に
表
現
す
る
。

問　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
協
力
を
得
る

に
は
、
具
体
的
に
分
か
り
や

す
い
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、

市
民
と
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

答　

環
境
省
と
の
勉
強
会
等

を
順
次
進
め
て
い
く
。

問　

秩
父
市
や
所
沢
市
の
よ

う
に
、
市
内
の
発
電
業
者
と

連
携
し
、
地
域
電
力
会
社
を

設
立
す
る
考
え
は
。

答　

電
力
の
地
産
地
消
事
例

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問　

福
祉
団
体
と
協
働
で
耕

作
放
棄
地
を
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
に
活
用
す
る
考
え

は
。

答　

事
例
等
を
踏
ま
え
て
研

究
し
て
く
。

問　

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
も
協
働
す
べ
き
で
は
。

答　

活
動
内
容
を
確
認
し
、

協
働
の
視
点
を
見
出
し
た
い
。 　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

民
間
に
よ
る
空
き
家
の

利
活
用
に
向
け
た
支
援
は
。

答　

法
令
等
の
許
容
範
囲
内

で
、
最
大
限
の
支
援
を
行
う
。

問　

市
の
財
源
が
限
ら
れ
る

中
、
成
果
連
動
型
民
間
委
託

契
約
等
を
活
用
し
、
民
間
か

ら
も
資
金
を
調
達
す
べ
き
で

は
。

答　

先
進
自
治
体
の
導
入
事

例
を
調
査
研
究
す
る
。

　

�

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て

問　

デ
ジ
タ
ル
化
を
単
な
る

業
務
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
に
と
ど
め

ず
、
組
織
、
業
務
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
統
合
的
変
革
と
し
て

い
く
た
め
に
は
、
相
応
の
体

制
と
優
秀
な
旗
振
り
人
材
が

求
め
ら
れ
る
が
、
準
備
は
進

ん
で
い
る
か
。

答　

体
制
は
整
え
つ
つ
あ
り
、

人
材
に
つ
い
て
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
職
員

の
確
保
、
育
成
に
努
め
る
。


